
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周産期医療施設オープン病院化モデル事業 

３年間の取組 

― 資 料 編 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年３月 

厚生労働省医政局総務課 

医 療 安 全 推 推 進 室



 

 



 

目 次 

 

Ⅰ 周産期医療施設のオープン病院化モデル事業の予算 ................ Ｐ1 

Ⅱ 周産期医療施設のオープン病院化モデル事業実施要綱 .............. Ｐ3 

Ⅲ 厚生労働大臣医療事故対策緊急アピール .......................... Ｐ5 

Ⅳ 各モデル地域参考資料 ......................................... Ｐ11 

１ 宮城県 ..................................................... Ｐ13 

・仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル ............... Ｐ13 

・産科セミオープンシステム共通診療ノート ..................... Ｐ40 

・セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート ..... Ｐ46 

・セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート結果 . Ｐ50 

２ 東京都 ..................................................... Ｐ53 

・愛育病院周産期オープンシステムリーフレット ................. Ｐ53 

・東京都産科オープンシステムシンポジウム資料 ................. Ｐ54 

３ 静岡県 ..................................................... Ｐ63 

・2007 年榛原総合病院における産科オープン病院モデル事業報告... Ｐ63 

・榛原総合病院産科オープンシステムポスター ................... Ｐ71 

・静岡県２次医療圏図 ......................................... Ｐ72 

・榛原総合病院産科オープンシステムパンフレット ............... Ｐ73 

・榛原総合病院産科オープンシステムリーフレット ............... Ｐ77 

・榛原総合病院リーフレット ................................... Ｐ78 

・産科オープンシステム共通診療ノート ......................... Ｐ79 

４ 三重県 ..................................................... Ｐ83 

・三重大学医学部附属病院産科オープンシステムパンフレット ..... Ｐ83 

・三重大学医学部附属病院ホームページ産科オープンシステム 

のご案内 ................................................... Ｐ84 

・広報（ワイヤーママ育児情報雑誌への掲載） ................... Ｐ85 

・広報(ZTV コミュニティサイト・メールマガジンへの掲載) ....... Ｐ86 

・三重大学医学部附属病院産科オープンシステムの利用手順概要 ... Ｐ87 

・産科オープンシステム共通診療ノート ......................... Ｐ89 

・産科オープンシステム利用妊婦・登録医アンケート ............. Ｐ93 

・産科オープンシステム利用妊婦・登録医アンケート結果 ......... Ｐ95 

５ 滋賀県 ..................................................... Ｐ97 

・周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 ............. Ｐ97 

・妊娠リスク自己評価表 ...................................... Ｐ106 

６ 岡山県 .................................................... Ｐ109 

・岡山大学医学部・歯学部附属病院周産期オープンシステム 

パンフレット .............................................. Ｐ109 

・周産期オープンシステム共通診療ノート ...................... Ｐ11O 

・初期妊娠リスク自己評価表 .................................. Ｐ113 



 

・後半期妊娠リスク自己評価表 ................................ Ｐ114 

７ 広島県 .................................................... Ｐ115 

・県立広島病院周産期オープンシステムポスター ................ Ｐ115 

・県立広島病院周産期オープンシステムパンフレット ............ Ｐ116 

・周産期オープンシステム利用者アンケート .................... Ｐ118 

・周産期オープンシステム利用者アンケート集計結果 ............ Ｐ122 

 

 



Ⅰ 周産期医療施設オープン病院化モデル事業の予算 

（医療提供体制推進事業費補助金） 
 
         平成１７年度予算額   平成１８年度予算額   平成１９年度予算額 
          ２６，８８８千円  →  ２６，８２０千円  →  ２３，４６８千円 
 
（要 旨） 

 産科医師数の減少に伴い、地域でお産が出来る医療機関数が減少するなど地域における産

科医療を取り巻く状況に大きな変化が起こっている。 
 このような状況の下で、安全・安心な周産期医療体制の確保を図るため、ハイリスク分娩

などを受け入れることが可能な産科オープン病院を中心とした周産期医療のモデル事業を行

うものである。 

  ※ 平成１５年１２月２４日「厚生労働大臣医療事故対策緊急アピール」における「施設」

に関する対策 
    ⑤ 地域の中核となっている周産期医療施設のオープン病院化の研究を進める。 
 
 
（事業概要） 

 １．実施内容 

   ・  産科のオープン病院を中心とした病診連携のシステムを構築する。 
      ・  オープン病院に運営事務局（外部委員を含む）を設置し、診療所、助産所との連絡

調整、普及啓発、妊婦教育等を行う。 
      ・  都道府県、オープン病院、診療所等で連絡協議会を組織し、問題点の改善やネット

ワーク化の促進などの取り組みを行う。 
 
      ・  診療所、助産所では妊婦検診やローリスク分娩を行い、ハイリスク分娩はオープン

病院で行う。 
      ・  診療所の医師及び助産所の助産師はオープン病院の登録者となり、自分が検診した

妊婦の出産に立ち会う。 
 
 ２．実施主体    都道府県、市町村、厚生労働大臣の認める者 
 

補 助 先  都道府県 
補 助 率  １／２ （負担割合：国１／２、県１／２） 
基 準 額  １か所当たり ６，７０５千円 

 
 
 ３．実施箇所数      ７か所 
  
 ４．実施期間      ３年（平成１７年度～） 

-1-



  

-2-



Ⅱ 周産期医療施設のオープン病院化モデル事業実施要綱 

 

医 政発第 0325008 号 

平 成 17 年 3 月 25 日 

一部改正 医 政発第 0922007 号 

平 成 18 年 9 月 22 日 

 

１ 目 的 

 産科医師数の減少にともない、地域で出産が出来る医療機関数が減少するな ど、産科医療

を取り巻く状況に大きな変化が起こっていることを踏まえ、ハイリスク分娩などを受け入れる

ことが可能な産科オープン病院を中心とした周産 期医療のモデル事業を行い、安全で安心な

周産期医療体制の確保を図ることを 目的とする。 

 

２ 事業の実施主体 

 本事業の実施主体は、都道府県（委託を含む）、市町村及び厚生労働大臣の認める者とする。 

  

３ 運営基準 

 （１）オープン病院ではハイリスク分娩などを行うものとする。 

 （２）診療所の医師及び助産所の助産師は、オープン病院の登録者となり、自分が検診した妊

婦の出産に立ち会うことができるものとする。 

 

４ 事業内容 

 周産期医療施設のオープン病院化モデル事業に係る事業内容は以下のとおり とする。 

 （１）産科オープン病院を中心とした病院、診療所、助産所の連携のシステム構築 

 （２）オープン病院化連絡協議会の設置及び開催 

 （３）妊婦の情報・健康管理及び窓口相談の対応 

 （４）本モデル事業に関する普及・啓発 

 

５ 実施体制 

 本モデル事業を適正に運営するため、オープン病院内に以下の体制を整備することとする。 

 （１）運営事務局 

   ・ 医師、助産師、看護師等を配置 

   ・ 妊婦の情報等の管理及び必要な情報の収集 

   ・ 本モデル事業の運営に係る庶務全般 

 （２）オープン病院化連絡協議会 

   ・ 都道府県、オープン病院、診療所、助産所等の職員及び有識者により組織 

   ・ 問題点の改善に向けた意見交換 

   ・ オープン病院の今後の運営方針の検討等 
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Ⅲ 厚生労働大臣医療事故対策緊急アピール 
 
 

 医療事故が話題にのぼらない日がない程、最近、医療事故が相次

いでおり、さらには医療事故に起因して医師が逮捕される等、あっ

てはならない事件も起こっております。 

 

 医療は生命を守り、健康を保持するためにあるものですが、医療

事故の頻発はこのような医療本来の役割に対する国民の期待や信頼

を大きく傷つけるものと言わざるを得ません。 

 

 厚生労働省としては、医療安全を医療政策の最重要課題のひとつ

として位置付け、平成１４年４月に関係各界の方々のご意見を基に

「医療安全推進総合対策」を策定し、医療安全対策の充実に取り組

んできたところであります。また、全国の医療関係者の皆様方にお

かれましても、医療現場における安全対策の推進に種々御尽力頂い

ているものと承知しております。 

 

 しかし、最近の状況を考えると、この様な状況が続けば国民の医

療に対する信頼が大きく揺らぎ、取りかえしのつかぬ事態に陥るの

ではないかと危惧しております。 
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そこで、このような事態に陥らないように全国の医療関係者の皆

様方におかれましては、医療事故を防止し、国民が安心して医療を

受けることが出来るよう、安全管理対策の更なる推進に御尽力をい

ただきますよう心からお願い申し上げます。 

 

 さらに、本日の要請に先立ちまして私から厚生労働省の担当部局

に対し、「人」、「施設」、「もの」の三つの柱をたて、新たな取り組み

あるいは、対策の強化を進めるよう強く指示したところであります。 

 

具体的には、 

 

 「人」に関する対策として、 

① １６年度より始まる医師臨床研修必修化に併せて研修医への安全

意識の徹底を図るとともに、学術団体等が行う生涯教育に資する

講習会の受講を求めるなどの医師・歯科医師の資質向上への取り

組みを進め、医師・歯科医師としてのあるべき知識・技術・倫理

の徹底を図る。 

② 刑事事件とならなかった医療過誤等にかかる医師法等上の処分の

強化を図るとともに、刑事上、民事上の理由を問わず、処分を受

けた医師・歯科医師に対する再教育制度について検討する。 
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③ 産業医を十分に活用して医療機関職員に対する安全・衛生管理の

徹底を図る 

 

 「施設」に関する対策として、 

① 第三者機関による事故事例情報の収集・分析・提供のシステムの

整備や、医療機能評価機構等の外部機関による評価の受審促進等

を通じて医療機関評価の充実を図る 

② 手術室や集中治療室などのハイリスク施設・部署におけるリスク

の要因の明確化を図り、安全ガイドラインの作成を進める 

③ 手術の画像記録を患者に提供することによって、手術室の透明性

の向上を図る 

④ 小児救急システムの一層の充実を図る 

⑤ 地域の中核となっている周産期医療施設のオープン病院化の研

究を進める 

⑥ 病院設計における安全思想の導入の強化を図る 

 

医薬品・医療機器・情報等の「もの」に関する対策として、 

① 例えばがんなどのように治療に際して手術、化学療法、放射線療

法や骨髄移植等の異なる治療法が出来る場合の、その選択に係る
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ＥＢＭを確立し、それらをガイドラインとしてまとめる 

② 二次元コードやＩＣタグを使った医薬品の管理や名称・外観の類

似性評価のためのデーターベースの整備、抗がん剤等の特に慎重

な取り扱いを要する薬剤の処方に際する条件を明確化すること

などを通じて薬剤等の使用に際する安全管理の徹底を図る 

③ オーダリングシステムの活用や点滴の集中管理、患者がバーコー

ドリーダーを所持して薬や検査時に自らが確認を行うなど、ＩＴ

を活用した安全対策の推進を図る 

④ 輸血医療を行う医療機関での責任医師及び輸血療法委員会の設

置、特定機能病院等での輸血部門の設置により、輸血の管理強化

を図る 

⑤ 新しい技術を用いた安全面でも優れた医療技術の研究開発など

を推進していく 

 

厚生労働省としては、今後とも国民の信頼確保のため全力を傾け

て参ります。医療関係者の皆様方の御理解と御協力を重ねてお願い

いたします。 

平成１５年１２月２４日 

厚生労働大臣 坂口 力
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（参考資料） 

 

１． 「人」を軸とした施策 

１） 医師等の資質向上 

【例】・国家試験における安全意識を踏まえた対応 

     ・臨床研修における安全意識の徹底（研修医用安全ガイドの作成） 

      ・生涯教育に資する講習会の受講を奨励（届け出事項とすること及

び医籍登録事項への追加を検討） 

２） 刑事事件とならなかった医療過誤等にかかる医師法等上の処分 

及び刑事上、民事上の理由を問わず処分された医師・歯科医師の

再教育 

【例】・医道審における審査の強化 

  ・再教育のあり方の研究・検討 

３） 医療機関における安全・衛生管理の徹底―産業医制度の活用 

【例】・産業医制度の活用（医療機関職員の安全・衛生管理等の労務管 

理の徹底） 

 

２． 「施設」を軸とした施策 

１） 事故報告の収集・分析・提供システムの構築等 

      【例】・第三者機関による事故事例情報の収集・分析・提供システムの 

構築 

         ・医療機能評価機構等の受審促進等 

２） ハイリスク施設・部署の安全ガイドライン導入 

      【例】・ハイリスク施設・部署の特定とリスク要因の明確化 

                 ・ガイドラインの策定 

３） 手術室における透明性の向上 

      【例】・ビデオ等による記録及び患者への提供のあり方の研究 

４） 小児救急システムの充実 

      【例】・小児救急にかかる各システムの充実 

５） 周産期医療施設のオープン病院化 

【例】・モデル研究 
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６） 病院設計における安全思想の導入 

【例】・ガイドライン作成 

 

３．「もの（医薬品・医療機器・情報等）」を軸とした施策 

１） 治療法選択に係る EBM の確立及びガイドラインの作成支援 

【例】・白血病の抗癌剤治療－骨髄移植－臍帯血移植等 

２） 薬剤等の使用に際する安全管理の徹底 

【例】・医薬品における２次元コード・ＩＣタグの利用 

   ・名称・外観データベースの整備 

        ・抗がん剤等の投与に際して特に慎重な取り扱いを要する薬剤の 

処方に際する条件の明確化 

３） IT の導入・活用 

【例】・医療安全のためのオーダリングシステム活用 

   ・ＩＴによる点滴の集中管理 

・ＩＴによる患者の参加による安全推進 

４） 輸血の管理強化 

【例】・輸血医療を行う医療機関での責任医師及び輸血療法委員会の 

設置 
         ・特定機能病院・臨床研修指定病院における責任医師、輸血部門等の 

設置 

５）新しい技術を用いた医療安全の推進 
      【例】・新規技術の研究 
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Ⅳ 各モデル地域 参考資料 
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１．宮城県 
 
仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 

 
 
 

-13-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-14-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-15-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-16-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-17-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-18-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-19-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-20-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-21-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-22-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-23-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-24-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-25-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-26-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-27-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-28-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-29-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-30-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-31-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-32-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-33-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-34-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-35-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-36-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-37-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-38-



仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-39-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-40-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-41-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-42-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-43-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-44-



産科セミオープンシステム共通診療ノート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-45-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-46-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-47-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-48-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-49-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-50-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-51-



セミオープンシステム分娩施設・健診施設利用者アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（宮城県資料）

-52-



２．東京都 
 
愛育病院周産期オープンシステム リーフレット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-53-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-54-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-55-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-56-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-57-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-58-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-59-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-60-



東京都産科オープンシステム シンポジウム資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都資料）

-61-



  

-62-



３．静岡県 
 
2007 年 榛原総合病院における産科オープン病院モデル事業報告 

 

2007 年榛原総合病院における産科オープン病院モデル事業報告 

 

榛原総合病院 茂庭將彦 

 

当院の現状 

 

 榛原総合病院は静岡県牧之原市と吉田町より構成される榛原病院組合によっ

て運営される自治体病院である。１市１町の人口は約８万人、これに御前崎市

の一部（旧御前崎町）を加えた「榛南」と呼ばれる地域の医療を担っている（図

１）。御前崎市を含めた年ごとの出生数を図２に示すが、この地域でも出生数は

減少傾向にある。2000 年にはこの地域で分娩を扱っていた施設は２病院３診療

所であったが、2005 年より１病院１診療所にまで減少している（表１）。2002

年まではこの地域での出生数と施設における分娩数の関係はほぼ９割に上り、

地域で出産をまかなえる体制がほぼ整っていたと考えられるが、2003 年に病院

での分娩取り扱いの停止や制限に伴い、地域で出産をまかなえる体制が崩れて

いる。2005 年に当院での分娩取り扱い再開により、地域での分娩取り扱い数の

増加が認められているが、2007 年で約７割に留まっている。（図３）。 

 このような状況の下、地域内で安心して分娩出来る環境づくりを目的に、2006

年 11 月より産科オープン病院モデル事業を開始した。この地域における分娩施

設は現在２施設であるが、2008 年１月以降は１診療所が分娩取り扱い停止を表

明しており今後は当院がこの地域における唯一の分娩取り扱い施設になる予定

である（表１）。 

 当院では 2005 年１月より分娩取り扱いを再開し、2006 年よりは毎月の分娩数

が約 35 に安定していたが、オープンシステム利用による紹介分娩数の増加に伴

い、2007 年８月より毎月 50 程度にまで増加してきている（図４）。 

 

産科オープンシステムの実際 

 

 ２次医療圏内の 11 の産婦人科診療所と提携を行っている。患者用および病院

施設案内などのパンフレットを作成し配布した他、診療所や当院での妊婦健診

の記録を記入し共用する共通診療ノートを作成した。 

 当初は分娩を取り扱わない診療所からの分娩依頼や、合併症のある妊婦の紹
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介など従来と同じ方式で利用されていたが、2007 年 11 月よりはシステムに則っ

た運用を開始している。システム運用上は大きな問題点がなく稼働している。 

 今後は、分娩を取り扱わない診療所の医師に当院の非常勤医師として実際に

診療に関与してもらうことを計画している。 

  

当院における問題点とその対策 

 

 オープンシステムを導入して約１年間が経過したが、当院の抱える問題点と

その対策について検討を行った。 

１） 分娩取り扱い数の増加 

 2008 年１月以降は地域における唯一の分娩施設になる予定のため、今後は取

り扱う分娩が増加すると予想（図６）しているが、スタッフ不足が深刻である。

現在７名の助産師（師長２名を含む）で分娩に対応しているが、もともと一人

当たりの夜勤回数が多く、各勤務帯１名の助産師で対応せざるをえず、分娩や

緊急帝王切開などが重なった場合の対応などの問題が考えられる。その対策と

して非常勤助産師の活用を計っているが、勤務が昼間帯であることより、常勤

者の勤務の改善までには至っていない。今後も積極的に助産師を採用する予定

であるがなかなか困難な状況である。 

 今後は地域の分娩の大半を当院で扱うことになるが、近隣地域でも産婦人科

不足は深刻であり，そのため地域外からの産科救急患者を積極的に受入れてき

たが、今後は従来受入れていたこれらの患者の受入を停止せざるを得ない可能

性がある。 

 

２） 新生児医療体制の不足 

 当院には３名の小児科医（うち１名は後期研修医）が勤務しているが、呼吸

器管理が必要な早産児に対応が不慣れであるため、妊娠 34 週以前の分娩に対応

出来る体制がとれない。このため、早産になる可能性が高い妊婦を地域周産期

センターに搬送する必要がある。2006 年 11 月より１年間で５例の母体搬送を実

施している（表２）。また、他施設からの母体搬送症例や搬送先が確保出来ない

等の理由により緊急帝王切開を当院で実施せざるを得ない場合は、静岡県立こ

ども病院新生児科立会いの下に実施している。2006 年 11 月より１年間で５例実

施している（表３）。 

（静岡県資料）
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 分娩取り扱い数の増加に伴い、早産児の増加が予想され、母体搬送や新生児

搬送先の確保が問題になると予想される。静岡県には２次医療圏毎に複数の地

域周産期センターを指定しているが、どの施設も分娩数が増加している。そこ

で現状は、２次医療圏外の県西部の浜松市にある浜松医大附属病院および県西

部浜松医療センターにまで搬送先を拡大し、確保している。 

 しかしながら当面は２次医療圏内の地域機周産期センターや静岡県立こども

病院新生児科とのさらなる連携強化を図ることが急務である。以前は地域周産

期センターであったが産婦人科の縮小に伴い新生児の受入れを制限している施

設があるので、積極的に病院間の連携を推進していく必要でがある。 

 将来は早産児の管理が出来る小児科医を確保したいと考えている。 

 

まとめ 

 2006 年 11 月より産科オープンモデル事業を開始し、2007 年８月よりはその

効果と考えられる分娩数の増加が認められた。診療所との間ではオープンシス

テムの利用に関して大きな問題は起きていないが、周産期医療に関わる当院の

体制の不備が改めて浮き彫りになった。事業開始後、分娩の取り扱いを止める

施設があり、今後さらに当院が分娩取り扱い数を増やさざるを得ない状況下で

は、従来産科救急患者を受入れてきた地域外の患者の受入を断らざるを得ない

状況も生ずる可能性がある。 

 地方において産科オープンシステムを推進することは、安心して分娩が出来

る施設を確立出来ると言う面でメリットがあると考えられるが、産科医療体制

が崩れつつある現状では２次医療圏外の施設との連携強化も課題になると考え

られる。 

 

（静岡県資料）
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図１ 榛原総合病院の医療圏

（静岡県資料）
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図２ 地域出生数の推移
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図２ 地域内施設における分娩数の推移
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表１ 地域内分娩施設数の変遷
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図４ 当院における月別分娩数の推移
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表２ 母体搬送症例

PROM33.629.6なしDD twin

切迫早産
002707.10５

臍帯血流逆流

胎児成長停止

29.323.4なしPIH

IUGR
003407.8４

臍帯血流途絶

胎児成長不良

29.228.3ありPIH

IUGR
013807.6３

胎胞膨隆23.223.1なし切迫早産

頚管無力症
002507.3２

胎胞膨隆26.026.0なし前置胎盤

IUGR
003006.11１

搬送理由搬送

週数

入院

週数

前医入院時

診 断

PG年齢搬送日症例

2006.11~2007.10

表３ こども病院新生児科立会い分娩症例

PROM32.330.4なし切迫早産

骨盤位
113507.2５

収縮コントロー
ル不能

血圧上昇

30.619.2里帰MD twin

PIH
003507.1４

収縮コントロー
ル不能

子宮内感染症

29.624.0なしDD twin

切迫早産
002507.1３

収縮コントロー
ル不能

子宮内感染症

30.622.0なし前置胎盤

切迫早産
113006.11２

子宮内感染症32.032.0なしPROM

骨盤位
122606.11１

搬送理由帝切

週数

入院

週数

前医入院時

診 断

PGage搬送日症例

2006.11~2007.10

（静岡県資料）
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図４ システム利用紹介数と分娩数
（平成19年）
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榛原総合病院産科オープンシステム ポスター 
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三重大学医学部附属病院産科オープンシステム パンフレット 
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 1

 

 
           ○ 診療所または助産所にて受診（初診） 

  患 者 様        ○ 三重大学医学部附属病院にて分娩を希望 

             

            
○ 三重大学医学部附属病院 周産母子センター（産科病棟） 

登 録 医           へ、「産科オープンシステム予約申込書」をＦＡＸにて送信。 

登録助産師           （ただし、受付時間：午前９時～午後３時とする。） 

○ FAX を複写し病棟と運営事務局にファイルする。 

   
    
三重大学附属病院     ○ 「予約通知書」を登録医にＦＡＸで送信 

運営事務局          

 

  

      

     

患 者 様        ○ 三重大学医学部附属病院「両親学級」に可能な限り参加 

○ 妊婦健診は、妊娠36週までは診療所、病院、または助産所 

にて受診 

○妊娠 36 週以降は附属病院を受診する。 

 

○ 異常時や陣痛発来時は、患者様が直接診療所、病院 

陣痛発来              （助産所）に電話する。または、三重大学医学部附属病院に 

電話する。  

            ○ 附属病院担当医は、診療所や患者に対応する。 

     ○ 患者様が来院し入院する。 

        ○ 登録医（助産師）が分娩介助を希望した場合は、来院する。 

分娩後            

 ○  紹介元診療所または助産所にて受診 

○  新生児健診は三重大学医学部附属病院小児科にて受診 

 

（三重県資料）
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 2

三重大学医学部附属病院 産科オープンシステムのご利用について 
 
１． 三重大学医学部附属病院の産科オープンシステムの分娩をご希望の患者様がい 

らっしゃいましたら、「産科オープンシステム予約申込書」(様式 1)を FAX(059－ 
231-5143）にて、運営事務局（担当者：中村）へ送信してください。 

２． 折り返し確認のため、「予約通知書」（様式２）を FAX にて返送いたします。 
記入内容をご確認のうえ、患者様にお渡しください。 
ただし、FAX 返信まで数日かかります。 

３． 患者様には、妊娠 20 週までに一度三重大学医学部附属病院産科外来を受診してい

ただきます。また、妊娠中に可能な限り、両親学級に参加していただくようお願い

申し上げます。（病院の場所、病院スタッフ等、ご出産までに一度ご確認いただき

ます。） 
４． 妊娠経過中に異常が認められた場合は、登録医または登録助産師の決定において、

三重大学医学部附属病院で入院をしていただきます。 
（平日午前９時から午後５時は、産婦人科外来、休日・時間外は母性病棟に連絡）

必ず、「産科オープンシステム利用」とお伝えください。 
５． 陣痛発来時には、患者様から直接病院へ連絡いただいても、登録医（登録助産師）

経由で連絡いただいても結構です。 
必ず、「産科オープンシステム利用」とお伝えください。 

６． 患者様が直接三重大学医学部附属病院に来院、入院された場合は、登録医または登

録助産師に連絡いたします。また、分娩の経過についてもご報告いたします。 
７． 分娩介助および診療に、登録医または登録助産師が来院される場合、母性病棟

（TEL059-231-5123）へあらかじめ電話にてお知らせください。 
なお、病棟では当院が用意・交付しました名札を付けていただき、診察に従事して

ください。 
※ a. 患者様で選択的帝王切開が必要な場合は、妊娠 35 週以前に来院していただき  

ます。 
    ｂ.妊婦健診、産褥健診は特に患者様が希望されない限り、各診療所または助産院

で行ってください。 
  ｃ.新生児健診は、基本的に当院小児科で行っています。 
 

連絡先 TEL 059-232-1111（代表）、059-231-5123（病棟）：ＦＡＸ059-231-5143 
 

（三重県資料）
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産科オープンシステム 共通診療ノート 
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産科オープンシステム 共通診療ノート 
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産科オープンシステム 共通診療ノート 
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産科オープンシステム 共通診療ノート 
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産科オープンシステム利用妊婦アンケート 

産科オープンシステムをご利用頂いた妊婦さまへ 

 
このたびは産科オープンシステムをご利用いただき誠にありがとうございました。 

今後よりよいお産の体制を妊婦さまに提供するために、アンケートのご協力をお願い致します。 

ご記入の上、返送いただきますようお願い申し上げます。 

 

問 1 産科オープンシステムをどのようにして知りましたか？項目に○をつけて下さい。 

（ ）かかりつけの診療所で 

（ ）ホームページ等で 

（ ）雑誌 

（ ）その他 

 

問 2 健診は個人の診療所、お産は総合病院でおこなう「産科オープンシステム」を知っていました

か？ 

（ ）知っていた 

（ ）名前は知っていた 

（ ）知らなかった 

 

問 3 あなたは、「オープンシステムを利用してよかった」と思いますか？ 

（ ）よかった 

（ ）とくに何も思わない 

（ ）今後は利用しない 

 

問 4 その理由は何ですか？ 

 

 

 

 

問 5 オープンシステムについて「とくに改善の必要がある」と思うことは何ですか？ 

 

 

 
 
 
ご多忙の折、ご協力ありがとうございました。 
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産科オープンシステム登録医アンケート 

産科オープンシステム登録医の先生方へ 

 

平素は産科オープンシステムにご協力いただき誠にありがとうございます。 

今後よりよいお産の体制を妊婦さまに提供するために、アンケートのご協力をお願い致し

ます。ご記入の上、返送いただきますようお願い申し上げます。 

 

問 1 産科オープンシステムをご利用になりましたか？ 

（ ）利用した    →問 2,3,5 にお答え下さい 

（ ）利用しなかった →問 4,5 にお答え下さい 

  

問 2 「オープンシステムを利用してよかった」と思いますか？ 

（ ）よかった 

（ ）とくに何も思わない 

（ ）今後は利用しない 

 

問 3 その理由は何ですか？ 

 

 

 

 

 

問 4 オープンシステムを利用しなかった理由についてお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

問 5 オープンシステムについて「とくに改善の必要がある」と思うことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

ご多忙の折、ご協力ありがとうございました。 
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産科オープンシステム利用妊婦アンケート結果 

妊婦さまに対する産科オープンシステムに関するアンケート集計結果 
■対象者 産科オープンシステムを利用し分娩・退院に到った妊婦 
■有効回答数 5 件（回収率 62%） 
 
Ｑ1 産科オープンシステムをどのようにして知りましたか？ 
   かかりつけの診療所  5 
   ホームページ     0 
   雑誌         0 
   その他        0 
 
Ｑ2 産科オープンシステムを今回、妊娠するより前から知っていましたか？ 
   知っていた      0 
   名前は知っていた   0 
   知らなかった     5 
 
Ｑ3 産科オープンシステムを利用してよかったと思いますか？ 
   よかった       5 
   とくに何も思わない  0 
   今後は利用しない   0 
 
Ｑ4 オープンシステムを利用してよかったと思うことはなんですか？ 
   「精神的な安心」が 100%を占めた。 

＊コメントより 入院中、出産後、退院前にかかりつけの医師がお見舞いに来てく

れたことが精神的に非常に安心した。 
 
Ｑ5 オープンシステムについて「とくに改善の必要がある」と思うことはなんですか？ 
   「特になし」 

「分娩費用が 5 年前の約 3 倍になっていて驚いたが、安心して出産出来る為には仕

方ないと思う」 
「パンフレットには、診療所の医師か大学病院の医師に取り上げてもらうか選択で

きると書いてあるが、診療所でその選択ができる雰囲気はなく、言い出せなかっ

た。本当に選ぶことは可能だったのか？」 

（三重県資料）
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産科オープンシステム登録医アンケート結果 

登録医に対する産科オープンシステムに関するアンケート集計結果 
■対象者 産科オープンシステムに登録した三重県内の医師 
■有効回答数 12 件（回収率 60%） 
 
Ｑ1 産科オープンシステムを利用しましたか？ 
   利用した       6（50%） 
   利用しなかった    6（50%） 
 
Ｑ2 （１の問いで「はい」と答えた医師に関して）利用してよかったと思いますか？ 
   よかった       5（83%） 
   とくに何も思わない  1（17%） 
   今後は利用しない   0 
 
Ｑ3 （１の問いで「はい」と答えた医師に関して）その理由は何ですか？ 
   ○共同診療をすることで、きめ細かい治療内容を的確な時期に提供できる 
   ○知識をフィードバックしてもらえるので、スキルアップになる 
   ○患者様を紹介し易くなった 
   ○共通診療ノート等、患者様にとってメリットがある 
   ○時間外に自分以外の施設へ患者さまが安心してかかれる 
 
Ｑ4 （１の問いで「いいえ」と答えた医師に関して）その理由は何ですか？ 
   ○希望する患者さまがいなかった 
   ○大学病院と地域性が大きく違う 
 
Ｑ5 オープンシステムについて「とくに改善の必要がある」と思うことはなんですか？ 
   ○県内の拠点病院の整備、オープンシステムの導入 
   ○マスコミなどへの宣伝が足りない 

○患者様のメリット↑、紹介者の負担↓又は→が理想的だが、事務的な手続きが煩

雑で、紹介者の負担が↑になっている 
○オープンシステムで紹介してよい患者さまの定義が難しい 
○三重県では緊急以外、大学病院にかかりたくないという妊婦が多い。大都市では

設備のある大病院を希望する妊婦が多いが、三重県では奇麗な個人病院を選ぶ人

が多いので、妊婦に意識革命が必要である 

（三重県資料）
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５．滋賀県 
 
仙台市産科セミオープンシステム診療マニュアル 
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周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 
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周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 
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周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 
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周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 
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周産期医療施設オープン病院化モデル事業報告資料 
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妊娠リスク自己評価表 
 
 

 
 

 妊娠リスク自己評価表について 

 

  

・妊娠には様々なリスク（危険）を伴 

う場合があります。 

・次の自己評価表を利用し、妊娠リス 

クを出してみてください。 

・結果は点数で出てきますが、これを 

参考に主治医にご相談ください。 

   

 

 ・初期妊娠リスク自己評価表（A)妊娠が分かった時 

  ・後半期妊娠リスク自己評価表（B)妊娠 20～36 週 

 

「妊娠リスク自己評価システム」は中林正雄らによる厚生労働科

学研究費補助金 医療技術評価総合研究事業の中の「産科領域に

おける安全対策に関する研究」によっています。 

 

  

※医学的に不明な点や、適切な医療

機関の情報等については主治医

にお尋ねください 。 
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妊娠リスク自己評価表 
 

   初期妊娠リスクスコア自己評価表（Ａ） 
     （妊娠がわかった時に確かめましょう） 
 

1 あなたがお産をするときの年齢は何歳ですか  点 
 16-34 歳:0 点、35-39 歳:1 点、15 歳以下:1 点、40 歳以上:5点

2 これまでにお産をしたことがありますか？  点 
 はい:0 点、いいえ初めての分娩です:1点

3 身長は150cm以上ですか？  点 
 はい:0 点、いいえ 150cm未満です:1点

4 妊娠前の体重は何kgですか？  点 
 65kg未満:0 点、65-79kg:1 点 80-99kg:2 点 100kg以上:5点

5 タバコを1日20本以上吸いますか？  点 
 いいえ:0 点、はい:1点

6 毎日お酒を飲みますか？  点 
 いいえ:0 点、はい:1点

7 抗向精神薬を使用していますか？  点 
 いいえ:0 点、はい:2 点

8 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
してください    ※チェック数×１点＝  点 

( )高血圧はあるが薬は服用していない  ( )先天性股関節脱臼 
( )子宮がん検診での異常(クラス IIIb 以上)があるといわれた 
( )肝炎 ( )心臓病があるが激しい運動をしなければ問題ない 
( )甲状腺疾患があるが症状はない 
( )糖尿病があるが薬は服用も注射もしていない 
( )風疹の抗体がない         

9 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
 してください        ※チェック数×２点＝  点 
( )甲状腺疾患があり管理不良( )SLE (  )慢性腎炎( )精神神経疾患 
( )気管支喘息( )血液疾患( )てんかん( )Rh 陰性 

10 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
  してください       ※チェック数×５点＝  点 
( )高血圧で薬を服用している( )心臓病があり少しの運動でも苦しい 
( )糖尿病でインスリンを注射している 
( )抗リン脂質抗体症候群といわれた ( )HIV 陽性 

11 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
  してください     ※チェック数×１点＝  点
( )子宮筋腫( )子宮膣部の円錐切除術後 
前回妊娠時に( )妊娠高血圧症候群軽症(血圧が 140/90 以上 160/110 未満) 
( )産後出血多量(500ml 以上)( )巨大児(4000g 以上) 

12 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
  してください     ※チェック数×２点＝  点
( )巨大子宮筋腫  ( )子宮手術後  ( )2 回以上の自然流産 
( )帝王切開  ( )早産  ( )死産   ( )新生児死亡 
( )児の大きな奇形 ( )2500g 未満の児の出産 

13 これまでに下記事項に当てはまる項目があればチェック 
  してください     ※チェック数×５点＝  点
( )前回妊娠に妊娠高血圧症候群重症(血圧が 160/110 以 
( )常位胎盤早期剥離 

14 今回不妊治療は受けましたか？ 
 いいえ:0点、排卵誘発剤の注射:1点、体外受精:2点  点 

15 今回の妊娠は 
 予定日不明妊娠:1点、減数手術を受けた:1点、  点 
 長期不妊治療後の妊娠:2 点 

16 今回の妊婦健診について 
  28週以降の初診:1点、分娩時が初診:2点  点 

17 赤ちゃんに染色体異常があるといわれていますか？ 
  いわれていない:0 点、疑いがある:1 点、 
  異常が確定している:2点  点 

18 妊娠初期検査で下記の異常があるといわれていますか？ 
  B型肝炎陽性:1点  点 
  性感染症(梅毒,淋病,外陰ヘルペス,クラミジア)の治療中:2 点 
 
☆１～１８の点数の合計をしてみてください。 
  0～1点：現在のところ大きな問題はなく心配はいりません 
  2～3点：ハイリスク妊娠に対応可能な病院と密接に連携し 
          いる施設での健診、分娩を考慮してください。 
  4点以上:ハイリスク妊娠に対応可能な病院での妊婦健診、 
          分娩を考慮してください。 
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妊娠リスク自己評価表 
 

 
      後半期妊娠リスク自己評価表（Ｂ） 
   （妊娠 20～36 週に再度チェックしましょう） 

1 妊婦健診は定期的に受けていましたか  点 
   受けていた：0 点,妊婦健診は 2 回以下であった:1 点  
2 Rh血液型不適合があった方にお聞きします  点 
  抗体は上昇しなかったといわれた:0 点
  抗体は上昇し赤ちゃんへの影響が考えられるといわれた:5 点  
3 多胎の方にお聞きします  点 
    2 卵性双胎:1 点
   赤ちゃんの体重差が 25%以上ある 2 卵性双胎:2 点
   1 卵性双胎あるいは 3胎以上の多胎:5 点  
4 妊娠糖尿病といわれている方にお聞きします  点 
   食事療法だけでよい:1 点、インスリン注射を必要とする:5 点  
5 妊娠中に出血はありましたか？  点 
    なし:0 点,20 週未満にあった:1 点,20 週以降にあった:2 点  
6 破水あるいは切迫早産で入院しましたか？  点 
   なし:0 点,34 週以降にあった:1 点,33 週以前にあった:2 点  
7 妊娠高血圧症候群(妊娠中毒症)と 
  いわれましたか？  点 
   なし:0 点,軽症(血圧が 140/90 以上 160/110 未満):1 点
   重症(血圧が 160/110 以上):5 点  
8 羊水量に異常があるといわれましたか？  点 
    なし:0 点,羊水過少:2 点,羊水過多:5 点 
 
9 胎盤の位置に異常があるといわれましたか?  点 
   なし:0 点,低位胎盤:1 点,前置胎盤:2 点、 
   前回帝王切開で前置胎盤:5 点  

10 赤ちゃんの大きさに異常があると 
  いわれましたか？  点 
   なし:0 点,異常に大きい:1 点,異常に小さい:2 点 

11 赤ちゃんの位置に異常があるといわれましたか? 
  (妊娠36週以降)  点 
   なし:0 点,初産で下がってこない:1 点,逆子あるいは横位:2点

 
☆１～１１の点数の合計をしてみてください。 
 0～1点：現在のところ大きな問題はなく心配はいりません 
 2～3点：ハイリスク妊娠に対応可能な病院と密接に連携し 
          いる施設での健診、分娩を考慮してください。 
 4点以上:ハイリスク妊娠に対応可能な病院での妊婦健診、 
          分娩を考慮してください。 
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６．岡山県 
 
岡山大学医学部・歯学部附属病院 周産期オープンシステム パンフレット 
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周産期オープンシステム 共通診療ノート 
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周産期オープンシステム 共通診療ノート 
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周産期オープンシステム 共通診療ノート 
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初期妊娠リスク自己評価表 
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後半期妊娠リスク自己評価表 
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７．広島県 
 
県立広島病院周産期オープンシステム ポスター 
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周産期オープンシステム 利用者アンケート  
 

   1

＋ アンケート記入日      2007 年  月  日 

１．あなたの年齢を教えてください           歳            

 

２．今回は何回目のお産でしたか。 

   ａ．はじめて     ｂ．（     回目） 

 

３．お仕事はされていましたか。 

   ａ．フルタイム   ｂ．パートタイム  ｃ．自営業  ｄ．妊娠したので退職   

ｅ．産休・育休中  ｆ．していない 

 

４．ご自宅から県病院までの通院所要時間はどのくらいでしたか。 

 （お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい） 

ａ．３０分以内   ｂ．３０分～１時間   ｃ．１時間以上 

 

５．ご自宅から健診を受けたクリニック（病院）までの通院所要時間はどのくらいでしたか。 

（お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい） 

   ａ．３０分以内   ｂ．３０分～１時間   ｃ．１時間以上 

 

６．県病院での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間はどのくらいでしたか。 

   ａ．１時間以内   ｂ．１～２時間   ｃ．２～３時間   ｄ．３時間以上 

 

７．健診を受けたクリニック（病院）での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間は 

どのくらいでしたか。 

   ａ．１時間以内   ｂ．１～２時間   ｃ．２～３時間   ｄ．３時間以上 

 

８．今回の妊娠前に，（セミ）オープンシステムというお産の形式を，ご存知でしたか。 

   ａ．はい     ｂ．いいえ 

 

設問８で「ａ．はい」とお答えになった方にお聞きします。 

  （セミ）オープンシステムのことをどちらでお知りになりましたか。（複数回答可） 

   ａ．病院の医師から聞いて知っていた 

   ｂ．家族，友人から聞いて知っていた 

   ｃ．マタニティ雑誌，テレビ，インターネット等のメディアを通して知っていた 

   ｄ．その他 

    （                            ） 

設問８で「ｂ．いいえ」とお答えになった方にお聞きします。 

  （セミ）オープンシステムというお産の形式を，どちらでお知りになりましたか。 

   ａ．クリニックの医師から聞いて初めて知った 

   ｂ．県病院の医師から聞いて初めて知った 

   ｃ．その他 

    （                            ） 

（広島県資料）
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   2

 

９．今回の分娩にあたり，医師からセミ・オープンシステムの説明を聞き（あるいはパンフレットを

お読みになって），このシステムをご理解いただけましたか。 

   ａ．よく理解できた     ｂ．大まかに理解できた    

ｃ．あまり理解できない   ｄ．全く理解できなかった 

 

10．今回，セミ・オープンシステムをご利用になった理由は。（複数回答可） 

   ａ．クリニックで勧められたから 

   ｂ．県病院で勧められたから 

   ｃ．前回も同じような形で分娩したから 

   ｄ．ご本人またはご主人の希望で 

   ｅ．自宅近くの開業医が分娩を取り扱っていなかったから 

   ｆ．家族，友人の薦め 

   ｇ．万が一の安心のため 

   ｈ．その他 （                       ） 

 

11．クリニックと県病院の諸対応はいかがでしたか。 

   ａ．特に変わらない     ｂ．異なる     ｃ．分からない 

 

設問 11 で「ｂ．異なる」とお答えになった方にお聞きします。 

  どのような点が，異なると感じられましたか。（複数回答可） 

   ａ．助産師，看護師の対応・ケアの仕方 

ｂ．医師の対応（診察内容，超音波，内診など） 

ｃ．  〃  （説明の仕方，分かりやすさ） 

ｄ．  〃  （質問のしやすさ） 

ｅ．  〃  （妊娠中の諸指導－日常生活，仕事，旅行等） 

ｆ．診察時間 

ｇ．待ち時間 

ｈ．診察費用 

ｉ．その他（                           ） 

 

 具体的にどのような点が違ったか，お書き下さい。 

 

 

 

 

 

 
 

12．今回の妊娠中，夜間や休日に出血，腹痛などのトラブルのため県病院に救急で受診したことが 

ありますか。 

   ａ．なかった     ｂ．あった 

                                   
                                   
                                   
                                  

（広島県資料）
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   3

 

設問 12 で「ｂ．あった」とお答えになった方にお聞きします。 

  その時，最初に連絡したのはどちらですか？また，その理由をお書きください。 

   ａ．クリニック   ｂ．県病院   ｃ．その他の医療機関 

ｄ．救急車・その他（                     ） 
 

 

 

 

 

 
 

13．セミ・オープンシステムについてどのように思われますか。 

ａ．従来の方式どおり妊婦健診も分娩も同じ施設で行うのがよい 

ｂ．利便性（クリニック）と安全性（病院）を併せ持つこのようなシステムの方がよい 

ｃ．産婦人科施設や医師の減少を考えると，このようなシステムはやむを得ない 

ｄ．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

14．次回の出産の際にも，今回のようなセミ・オープンシステムを利用したいと思いますか？ 

ａ．利用したい     ｂ．利用したくない     ｃ．どちらともいえない 

 

15．今回，セミ・オープンシステムをご利用されて感じたこと，少子化，子育て，医療等に関するご

意見，ご要望等がございましたら，ご記入ください。特に経産婦さんの場合，前回の分娩と比べ

てどう違ったかについてご意見をお聞かせ下さい。 

 

 クリニックに対して 
 

 

 

 

 

 

 

理由 （例）予め，時間外や異常時は県病院に連絡するよう説明されていたので。 

                                  

                                  

                                 

コメント欄 

                                 
                                 
                                 
                                 
                                 

                            
                            
                            
                            
                            
                            
                            

（広島県資料）
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 病院に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・地方自治体に対して（要望など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。最後に，もしおさしつかえなければご氏名を記入いただければ 

アンケート結果の分析上幸いです。 

 

                       ご氏名                
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 1

 

 

 

 

 

周産期オープンシステム利用者アンケート 

集計結果 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立広島病院 産科オープン病院運営事務局 

 

アンケート回答数 18 人（  人中）2007 年 12 月 1 日現在

（広島県資料）
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１．あなたの年齢を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

8

6

3

0
0

2

4

6

8

10

20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～

年齢

人

 

 

２．今回は何回目のお産でしたか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

20 代 30 代 40 代 合計 

9 人 9 人 0 人 18 人 

20 歳 1 人 30 歳 0 40 歳 0 人 

21 歳 0 31 歳 2 人 41 歳 0 

22 歳 0 32 歳 2 人 42 歳 0 

23 歳 0 33 歳 1 人 43 歳 0 

24 歳 0 34 歳 1 人 44 歳 0 

25 歳 0 35 歳 2 人 45 歳 0 

26 歳 1 人 36 歳 0 

27 歳 2 人 37 歳 0 

28 歳 4 人 38 歳 1 人 

29 歳 1 人 39 歳 0 

初めて 12 人 

2 回目 6 人 

3 回目 0 

4 回目 0 

5 回目 0 

合計 18 人 

1回
12人

2回
6人

（広島県資料）
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30分以内

30分～1時間
16人

2人

 

３．お仕事はされていましたか。 

 

フルタイム 9 人 

パートタイム 1 人 

自営業 0 

妊娠したので退職 2 人 

産休・育休中 0 

していない 6 人 

合計 18 人 

 

 
 
４．ご自宅から県病院までの通院所要時間はどのくらいでしたか。 

 （お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい） 

 

 

30 分以内 15 人 

30 分～1 時間 2 人 

1 時間以上 1 人 

合計 18 人 

 

 

 

 

 

 

 

５．ご自宅から健診を受けたクリニック（病院）までの通院所要時間はどのくらいでしたか。 

（お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい） 

 

 

 

 
 
 

30 分以内 16 人 

30 分～1 時間 2 人 

1 時間以上 0 

合計 18 人 

9
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1～2時間

2～3時間11人

7人

1時間以内

1～2時間

2～3時間15人

 2人

 1人

はい
8人

いいえ
10人

 
６．県病院での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間はどのくらいでしたか。 

 

 

 

 
 
 
 
７．健診を受けたクリニック（病院）での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間は 

どのくらいでしたか。 

 

 

 

  
 
 
 
８．今回の妊娠前に，（セミ）オープンシステムというお産の形式を，ご存知でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

1 時間以内 0 

1～2 時間 11 人 

2～3 時間 7 人 

3 時間以上 0 

合計 18 人 

1 時間以内 15 人 

1～2 時間 2 人 

2～3 時間 1 人 

3 時間以上 0 

合計 18 人 

はい 8 人 

いいえ 10 人 

合計 18 人 

（広島県資料）
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よく理解できた

大まかに理解できた

あまり理解できない

全く理解できなかった

未記入

6人

10人

1人
1人

 

 

設問８で「ａ．はい」とお答えになった方にお聞きします。 

（セミ）オープンシステムのことをどちらでお知りになりましたか。（複数回答可） 

 

 
 
設問８で「ｂ．いいえ」とお答えになった方にお聞きします。 

（セミ）オープンシステムというお産の形式を，どちらでお知りになりましたか。 

クリニックの医師から聞いて初めて知った 5 人 

県病院の医師から聞いて初めて知った 3 人 

その他 

・ 産後，ポスターを見て知った（38 歳） 
1 人 

 

 

 
 
９．今回の分娩にあたり，医師からセミ・オープンシステムの説明を聞き（あるいはパンフレットを

お読みになって），このシステムをご理解いただけましたか。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

病院の医師から聞いて知っていた 4 人 

家族，友人から聞いて知っていた 4 人 

マタニティ雑誌，テレビ，インターネット等のメディアを通して知っていた 1 人 

その他 

・ 病院に勤めていたので知っていた。どこで聞いたかは覚えていない。(29 歳) 

・ 新聞記事（26 歳） 

2 人 

よく理解できた 6 人 

大まかに理解できた 10 人 

あまり理解できない 1 人 

全く理解できなかった 0 

未記入 1 人 

合計 18 人 

（広島県資料）
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特にかわらない

異なる

分からない

未記入11人

6人

1人

 

10．今回，セミ・オープンシステムをご利用になった理由は。（複数回答可） 

クリニックで勧められたから 4 人 

県病院で勧められたから 2 人 

前回も同じような形で分娩したから 2 人 

ご本人またはご主人の希望で 7 人 

自宅近くの開業医が分娩を取り扱っていなかったから 10 人 

家族，友人の薦め 0 

万が一の安心のため 6 人 

その他 0 

 
１1．クリニックと県病院の諸対応はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

設問 11 で「ｂ．異なる」とお答えになった方にお聞きします。 

どのような点が，異なると感じられましたか。（複数回答可） 

 

助産師，看護師の対応・ケアの仕方 2 人 

医師の対応（診察内容，超音波，内診など） 6 人 

医師の対応（説明の仕方，分かりやすさ） 4 人 

医師の対応（質問のしやすさ） 2 人 

医師の対応（妊娠中の諸指導－日常生活，仕事，旅行等） 0 

診察時間 2 人 

待ち時間 9 人 

診察費用 3 人 

その他  

・ 検査内容（どの検査をしたか，していないか）の連絡ができていない事があった。

  （32 歳） 

1 人 

 

特に変わらない 6 人 

異なる 11 人 

分からない 0 人 

未記入 1 人 

合計 18 人 

（広島県資料）
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具体的にどのような点が違ったか，お書き下さい。 

 

○ クリニックでは母親教室を行っていなかった。（26 歳） 

 

○ 自宅近くの開業医は分娩を扱っていませんでしたが，すでに子供が一人いたので，待ち時間の少

ないこの病院で 9 ヵ月になるまで診察をお願いしました。（35 歳） 

 

○ 貧血の検査をしたかどうか聞かれたが，出来れば医師（病院）同士の間で，患者に確認せずやりとり

して頂きたいと感じた。（32 歳） 

 

○ 県病院の方が，質問しにくい雰囲気だったし，先生によって言うことが異なって誰の言うことを聞けば

いいか迷った。出産後の入院中などはとても良くしてもらいました。（28 歳） 

 

○ エコーの写真をくれるかどうか。エコー中にもベビーの事を「頭がここで・・・」など異常ではないけれ

ど詳しくクリニックでは説明してくれたが，県病院では「異常ないですよ」の一言だった。正常な妊婦

をメインとしていないので仕方ないかもしれないけれど・・・（33 歳） 

 

○ 毎回の診察費用は県病院の方が 4 千円近く安いので驚いた。待ち時間は初診の時が 3 時間少しか

かり長かったので辛かった。予約できた時はクリニックより 20 分位長かった。診察はクリニックは体重

測定→血圧→超音波→診察とスムーズになっていたが，県病院では尿等を採った後，再び内診ま

で待つので仕組みの違いに初めとまどった。クリニックでは超音波の時，「ここが足で手で背骨で…」

とかこと細かく説明し写真もくれるが，県病院ではほとんど無言で Dr がチェックされ写真ももらえない

ので驚いた。（29 歳） 

 

○ クリニックでは毎回超音波検査があり，細かな説明があったので検査が無いと始めは不安があった。

診察費がクリニックより安かった。（38 歳） 

 

○ 超音波の写真を県病院はくれない。説明もあまりない。（28 歳） 

 

○ クリニックでは土曜日も健診してもらえた。また，仕事帰り(夕方)でもよかった。(31 歳) 

 

○ クリニックでは毎回超音波をしてもらえたので，赤ちゃんの姿を自分の目で見ることができ，大きくな 

 

っている様子などが実感できた。(31 歳) 

 

○ クリニックではエコーの写真をもらったりビデオにとってくれたりと，妊娠中を記録に残せ，サービスが

よかった。県病院では医療行為といった感じを受けた。（27 歳） 

 

（広島県資料）
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なかった

あった

未記入
16人

1人
1人

 
12．今回の妊娠中，夜間や休日に出血，腹痛などのトラブルのため県病院に救急で受診したことが 

ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 12 で「ｂ．あった」とお答えになった方にお聞きします。 

 

  その時，最初に連絡したのはどちらですか？また，その理由をお書きください。 

クリニック ０ 

県病院 1 人 

その他の医療機関 ０  

救急車・その他 ０  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

なかった 16 人 

あった 1 人 

未記入 1 人 

合計 18 人 

理由 （例）予め，時間外や異常時は県病院に連絡するよう説明されていたので。 
  ・受診が必要となった時には 10 ヵ月のときで，すでに県病院に通院していたため。

   (29 歳)                              
                                   

（広島県資料）
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13．セミ・オープンシステムについてどのように思われますか。 

従来の方式どおり妊婦健診も分娩も同じ施設で行うのがよい 0 人 

利便性（クリニック）と安全性（病院）を併せ持つこのようなシステムの方がよい 12 人 

産婦人科施設や医師の減少を考えると，このようなシステムはやむを得ない 3 人 

その他 1 人 

未記入 2 人 

合計 18 人 

 

○ ｂ；32 週からは県病院での健診でしたが，外来担当の医師が分娩を行うわけではないので，生まれ

るまでクリニックで健診を受けたい。カルテへの記入だけの問題であれば，クリニックとの情報を共有

してもらえれば可能だと思う。(33 歳) 

○ ｂ；県病院で産みたかったけど，待ち時間が長いので近所のクリニックに通ったらその分楽でした。私

は 1 回目も県病院で通院・出産しているから抵抗はなかったです。病院の方にすぐ安心感が持ちや

すいような雰囲気ならこのシステムでいいと思う。（28 歳） 

○ ｂ；妊婦健診は自宅近くで行う事が出来たので，体力的にも負担が少なく助かりました。県病院の受

け入れもスムーズにケアもすばらしく何も不安がありませんでした。（35 歳） 

○ ｂ；仕事をしながらの出産だったので，このシステムはとても私に合っていた。クリニックも以前からか

かっており信頼できる Dr.だったため，短時間ではありながら満足できる健診内容だったし，時々行く

県病院では待ち時間は長かったけど質問もしやすいし，しっかり診てもらえて不安も解消できた。か

なり満足のいく妊娠～出産でした。（26 歳） 

○ ｂ；出産後，テレビでこのシステムの特集を見た。宮崎県ではすでにこのシステムを導入していて，い

い成果を上げていた。ハイリスクな妊婦にとっても，分娩時異常が発生した妊婦にとっても，とても安

心できるシステムだと思った。地域でのＤｒの連携やリスクが軽減した妊婦又は産褥婦の理解（ベッド

を空けるため）が，システムをスムーズに運用させるため重要だと感じた。(29 歳) 

○ ｂ；お産は医師，看護師との信頼関係もとても大切だと思います。またとてもデリケートな事なので，

初めから診察して頂いた先生に取り上げてもらえると嬉しいだろうとも思います。しかし私は親切に対

応して頂き，安心してお産することができました。(38 歳) 

○ ｄ：別にどっちでもいいと思う(安心して無事に出産できるのであれば)。（20 歳） 

○ ｂ：仕事をしていたのでとても良かった。待ち時間は嫌だけど大きな病院で産みたいと思っていたか

ら希望がかなったという感じだった。（28 歳） 

○ ｂ：クリニックで待ち時間がほとんどなく良かったし，出産時は県病院で安心して産めて良かった。（27

歳） 
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利用したい

使用したくない

どちらともいえない

未記入

12人

1人

5人

 

 

14．次回の出産の際にも，今回のようなセミ・オープンシステムを利用したいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

15．今回，セミ・オープンシステムをご利用されて感じたこと，少子化，子育て，医療等に関する

ご意見，ご要望等がございましたら，ご記入ください。特に経産婦さんの場合，前回の分娩と比

べてどう違ったかについてご意見をお聞かせ下さい。 

 

◎ クリニックに対してのご意見・ご要望 

 

○ 待ち時間が少なかったし，県病院と違って人は少なかったからそれだけゆっくり診てもらえて良かっ

た。産んだ後，お祝いをいただけて嬉しかった。県病院の先生がクリニックの先生を知っていて，あ

の先生なら大丈夫みたいに言っているのを聞いて安心したし，行って良かったと思った。（28 歳） 

 

○ 待ち時間の低減にとても良かったと思いました。（32 歳） 

 

○ 産後も 1 ヵ月健診や相談に親切にしていただきました。（35 歳） 

 

○ 必要最小限のことを短時間で的確にやってくれ，忙しい自分としてはかなり助かった。気になる症状

がある時も気軽に行けた。干渉し過ぎず，でも親切に接して下さり，あくまでも自己管理をバックアッ

プして下さる程度の感じがちょうど良いと思う。病人ではないので・・・。自分でお腹の中の子を育て

ているという実感も持ちやすかったと思う。（26 歳） 

 

○ 予約制だったため，つわりなどの時も早く診察が終わったので良かった。先生，看護師さんの対応

がすごく良かった。（28 歳） 

 

○ 私が通っていたクリニックでは，母親学級などはなく，ただ検診してもらうのみだった。仕事を月～金

までしていたので土曜日も受診できるクリニックを利用した。産休に入るのが出産の 6 週前からだっ

たので，それまでクリニックを受診させてもらったので母親学級を受講できたのはそれからだった。ク

リニックでは妊娠初期に注意する事，食事，体重に関するパンフレットを頂いたが母親学級みたいな

もの，あるいは助産師へ相談できるものがあればいいと思う。（29 歳） 

利用したい 12 人 

利用したくない 0 

どちらともいえない 5 人 

未記入 1 人 

合計 18 人 
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○ 32 週からは県病院での健診でしたが，外来担当の医師が分娩を行うわけではないので生まれるま

でクリニックで健診を受けたい。カルテへの記入だけの問題であればクリニックとの情報を共有しても

らえれば可能だと思う。（33 歳） 

 

○ エコーをゆっくり見せてもらえ，ビデオにも録画してもらい，妊娠した喜びを感じることができた。待ち

時間も短いので，また土曜日も診察があり安心できた。（仕事をしていたので，これらのシステムはあ

りがたかったです）。（27 歳） 

 

○ どちらでお産するのか，もっと自由に選べるようセミオープンシステムについて，情報公開してほしい。

（38 歳） 

 

○ 受診料が高いのがちょっと気になりました。今は若い人たちも子供を産んだりしているし，今，子供が

欲しいと思ってもお金の面であきらめなければならない人たちもいると思うので。（20 歳） 

 

○ 待ち時間もなく超音波も毎回じっくりと説明しながら見てもらい大変良かった。（28 歳） 

 

○ 健診時，丁寧に赤ちゃんの様子などを説明してもらえ，また，同じ医師ということで色々と聞きやすか

った。(31 歳) 

 

○ 出産までにかかる費用が高すぎて，そうゆうのも少子化の原因にあるんだろうなと感じた。（27 歳） 
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◎ 病院に対してのご意見・ご要望 

 

○ とても忙しそうで一医療人として大変そうだな～と見ておりました。スタッフの方々は皆とても親切で

感じが良かったですし，母親教室も充実していました。良い病院だからこそ，このシステムで満足で

きたのだと思います。・・・不満があると（信用できないと）たらい
・ ・ ・

回し
・ ・

にされている感があったかもしれ

ません・・・。Pt 側の状態（受け止め方）で良くも悪くもあるシステムかなとは思いました。（26 歳） 

 

○ 母乳のケアなど前回（都立大塚病院）今回ともに良く見ていただき，退院後トラブルなくスムーズに母

乳育児が出来，感謝しています。（35 歳） 

 

○ 入院中，気持ち良く過ごすことが出来ました。もう少し妊婦同士のかかわりが持てる病室作りを希望

します。（32 歳） 

 

○ クリニックの先生と県病院の先生が知りあいで安心した。相変わらず待ち時間が長い。妊娠している

と待つのがしんどい。先生達の言うことや方針が少し違う感じがした。出産のときや入院のときは良く

してもらえたのでたすかった。産科と婦人科を別にして待ち時間を減らしてほしい。（28 歳） 

 

○ 検診日に採血があるかどうかなど，あらかじめ教えてほしい。何週の時にどんな検査をするのか知り

たい。採血をした時には結果を教えてほしい。（33 歳） 

 

○ 診察の待ち時間が長かったのでしんどくなったりする事が多かった。看護師さんが急がしそうで話し

かけにくかった。入院中は助産師さんに大変お世話になり母乳も出るようになった。夜中に胸が張っ

て眠れないとき笑顔で接して頂いて安心しました。（28 歳） 

 

○ 県病院で出産させて頂いて，安心して入院生活をおくることができた。昼間でも夜間でも助産師さん

が多くいらっしゃるので，こちらも精神的に安心だしケアも行き届いていると感じた。どの助産師さん

も声が掛けやすく，また，声をかけていただいて指導もしっかりしてくれるので助かりました。（29 歳） 

 

○ スタッフの方々，皆様ていねいで優しかったので快適に入院生活を送ることができた。授乳指導もし

っかりしてもらえたので感謝しています。（27 歳） 

 

○ 母乳指導を親切にして下さり，心から感謝します。退院後，困る事なく完全母乳で育てることができ

ています。ありがとうございました。ただ，スタッフの数が多すぎて，おっしゃることがまちまちでした。

患者は選択（意見の）ができるのは良いと思いますが，戸惑いもありました。（38 歳） 

 

○ エコーの写真が欲しかったです。クリニックでは毎回もらっていたので・・・。（20 歳） 

 

○ 先生も助産師さんも皆が親切だった。出産の時，初めての先生だったが対応が良かったので全く気

にならなかった。助産師さんも産むまでに何人も交替したが，親切なのでこれも全く気にならなかっ

た。（28 歳） 
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○ 赤ちゃんが産まれてすぐ，赤ちゃんの呼吸が弱く心配だったが，すぐに新生児科の医師が来て，み

てくれ安心した。総合病院なのでよかったと思う。(31 歳) 

 

○ 健診(外来)の時は，待っている人も多く看護師さんに色々と聞きにくい雰囲気があったが，入院中

（産んでから）は聞きやすく気にかけてもらっている雰囲気で，小さな不安な事も聞け安心できた。

(31 歳) 
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◎ 国・地方自治体に対してのご意見・ご要望 

 

○ 私自身はかなり満足のいく，１００％良かった～と思えるお産でしたが，新聞やニュースを見るかぎり，

困っていらっしゃる方がとても多くおられる様です。この格差をなんとかできないものかと思います。

（26 歳） 

 

○ 出産時のお金や児童手当てのお金の金額が上がって助かるけど，ただお金を上げただけっていう

のは少子化対策には十分ではないと思う。出産して働く女性に対しては良くなったかもしれないけど，

出産して子育てしてる女性，専業主婦に対してなにかしてほしい。じゃないと，また産もうって思えな

い。思い切ったことをしてほしい。あと，男性の育児休暇をとりやすい社会にしてほしい。（28 歳） 

 

○ 少子高齢化に対策を行うのであれば，分娩費用を全て負担してほしい。（33 歳） 

 

○ 診察代の補助があると助かります。（28 歳） 

 

○ 高齢出産だったので不安もありました。これから第二子も望んでいるので経済的なサポートを強く望

みます。（38 歳） 

 

○ 出産費をもっと負担してほしいです。そうすれば少子化も少しは防げると思います。（20 歳） 

 

○ 産める病院がどんどん少なくなってきていること(31 歳) 

 

○ 仕事をしながら病院へ通うのは，待ち時間が長かったり，時間の調節をしなければならず大変だった。

(31 歳) 
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